
新
年
の
1
月
1
日
午
後
4
時

過
ぎ
に
石
川
県
能
登
半
島
で

大
震
度
7
の
大
地
震
が
発
生
し

ま
し
た
。
1
月
9
日
現
在
で
死

者
202
人
、
行
方
不
明
者
102
人
、

負
傷
者
565
人
、
避
難
者
は
2
万

6
千
人
を
を
越
え
て
い
ま
す
。

特
に
珠
洲
市
と
輪
島
市
は
大

き
な
被
害
が
発
生
し
、
火
災
等

も
発
生
し
、
大
き
な
被
害
が
起
っ

て
い
ま
す
。

地
理
的
な
関
係
か
ら
、
幹
線

道
路
が
寸
断
さ
れ
、
支
援
が
届

け
ら
れ
な
く
孤
立
し
て
い
る
地

域
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
多

く
の
地
域
で
停
電
が
続
き
、
水

道
も
使
え
ず
、
生
活
用
水
が
不

足
し
衛
生
上
の
不
安
と
感
染
症

の
拡
大
が
想
定
さ
れ
災
害
関
連

死
の
広
が
り
も
予
想
さ
れ
て
い

ま
す
。
各
地
の
警
察
や
消
防
、

行
政
職
員
、
自
衛
隊
が
支
援
に

入
っ
て
い
ま
す
が
、
今
後
も
被

害
が
拡
大
し
す
る
こ
と
も
考
え

ら
れ
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

希
望
も
あ
り
ま
す
が
行
政
自
体

が
大
き
な
被
害
を
受
け
て
お
り
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
も
立

ち
上
が
っ
て
お
ら
ず
、
受
入
れ

は
困
難
で
す
。

日
本
共
産
党
で
は
、
対
策
本

部
を
2
日
に
立
ち
上
げ
、
次
の

と
お
り
災
害
救
援
募
金
の
ご
協

力
を
訴
え
て
い
ま
す
。

「
２
０
２
４
年
能
登
半
島
地
震

災
害
募
金
」
へ
の
ご
協
力
を
訴

え
ま
す

１
日
に
石
川
県
能
登
地
方
を

震
源
と
す
る
地
震
が
発
生
し
、

広
範
囲
に
わ
た
り
強
い
揺
れ
が

生
じ
ま
し
た
。
余
震
は
さ
ら
に

続
く
と
見
込
ま
れ
ま
す
。
ま
た
、

地
震
直
後
に
は
津
波
も
発
生
し

て
い
ま
す
。
犠
牲
に
な
ら
れ
た

方
々
に
心
か
ら
哀
悼
の
意
を
表

し
ま
す
。
被
災
さ
れ
た
み
な
さ

ま
に
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上

げ
ま
す
。
現
在
、
必
死
の
救
命
、

救
急
の
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
今
後
も
被
害
が
拡
大
す

る
と
み
ら
れ
ま
す
。

日
本
共
産
党
は
、
志
位
和
夫

委
員
長
を
本
部
長
、
小
池
晃
書

記
局
長
を
本
部
長
代
理
と
す
る

「
２
０
２
４
年
能
登
半
島
地
震

災
害
対
策
本
部
」
を
た
ち
あ
げ
、

被
災
地
の
党
組
織
、
国
会
・
地

方
議
員
が
要
望
の
聞
き
取
り
、

調
査
・
救
援
活
動
に
と
り
く
ん

で
い
ま
す
。
ま
た
、
今
後
も
被

災
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
活
動

を
し
て
い
き
ま
す
。
そ
こ
で
、

全
国
の
み
な
さ
ん
に
災
害
救
援

募
金
へ
の
ご
協
力
を
訴
え
ま
す
。

お
預
か
り
し
た
救
援
募
金
は
、

日
本
共
産
党
の
政
治
活
動
の
た

め
の
資
金
と
区
別
し
、
全
額
を

被
災
者
救
援
、
被
災
自
治
体
へ

の
義
援
金
に
充
て
ま
す
。
募
金

は
、
次
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

【
郵
便
振
替
】

口
座
番
号

０
０
１
７
０
‐

９
‐
１
４
０
３
２
１

加
入
者
氏
名

日
本
共
産
党

災
害
募
金
係

＊
通
信
欄
に
「
能
登
半
島
地
震

募
金
」
と
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

手
数
料
は
ご
負
担
願
い
ま
す
。
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新
年
第
1
号
で
皆
さ
ん
に
、
新
年
の
あ
い
さ
つ
と
決
意
を
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
元
日
に
能
登

半
島
で
大
地
震
が
起
こ
り
、
ま
た
2
日
に
は
、
支
援
に
向
か
う
海
上
保
安
庁
の
飛
行
機
が
、
羽
田
空

港
の
滑
走
路
上
で
日
本
航
空
の
旅
客
機
と
追
突
し
、
5
名
の
隊
員
が
亡
く
な
る
と
い
う
大
事
故
が
発

生
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
大
災
害
、
大
事
故
が
建
て
続
け
て
発
生
し
た
こ
と
は
、
今
後
の
日
本

の
行
く
末
を
暗
示
し
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
今
回
は
大
震
災
を
特
集
し
ま
し
た
。

雑
感
1
月
7
日
9
時
半
よ
り
伊
吹
薬
草
の
里
文
化
セ
ン
タ
ー
で
米
原
市
消
防
出
初
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
議
員
団
も
来
賓
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。
今
回
は
消
防
署
員
の
多
く
が
、
能
登
半
島
地
震
の
支
援

活
動
に
参
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
屋
外
で
の
活
動
は
中
止
と
な
り
、
屋
内
式
典
の
み
と
な
り
ま
し
た
。
震
災
で

の
犠
牲
者
や
亡
く
な
ら
れ
た
消
防
関
係
者
を
悼
み
黙
と
う
で
始
ま
り
ま
し
た
。
ま
た
式
辞
の
中
で
今
回
の
能
登

半
島
で
の
大
災
害
を
他
人
事
で
は
な
く
地
域
防
災
の
意
味
を
再
度
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
ま

し
た
。
私
た
ち
も
当
然
の
こ
と
と
し
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。
そ
の
あ
と
、
午
後
0
時
30
分

（
山
東
・
伊
吹
地
区
）
と
午
後
3
時
（
米
原
・
近
江
地
区
）
か
ら
ル
ッ
チ
プ
ラ
ザ
で
開
か
れ
た
「
米
原
市
20
歳

の
集
い
」
の
会
場
付
近
で
お
祝
い
の
訴
え
を
行
い
ま
し
た
。
今
年
度
、
全
国
の
20
歳
に
な
ら
れ
た
方
は
110
万
人

を
越
え
て
い
ま
し
た
。
昨
年
生
ま
れ
た
方
は
70
万
人
を
越
え
た
程
度
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
急
激
に
日
本
の

人
口
は
減
少
し
て
い
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
岸
田
自
公
政
権
は
防
衛
費
と
い
う
軍
事
費
を
倍
増
し
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。
そ
し
て
国
債
と
い
わ
れ
る
借
金
が
、
若
い
世
代
に
の
し
か
か
っ
て
き
ま
す
。
今
、
少
子
化
に
し
っ

か
り
向
き
合
う
政
権
を
作
る
こ
と
が
今
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
総
選
挙
で
日
本
共
産
党
の
勝
利
を
。

被
害
は
甚
大
、
被
災
者
に
支
援
を

災
害
募
金
に
ご
協
力
を

米
原
市
２
０
歳
の
集
い
で
の
市
議

団
の
お
め
で
と
う
宣
伝
の
模
様

近
江
学
び
あ
い
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に

飾
ら
れ
た
お
か
え
り
ク
ラ
ブ
の
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
の
年
賀
状


